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（１） 

おいらのひとりごと としまち研会員によるリレー形式のエッセイです。

【笑顔は伝染する】 平間 正広

私は社会保険労務士として企業の労務相談を受けたり、研修講師として人材育成のお手伝いをしています。

普段から「働くこと」について考える機会が多いのですが、人生の大半を占める“仕事”が、「行きたくな

いなぁ」「面倒だなぁ」だけで終わってしまうのは、なんだかもったいないなぁと思っています。

もちろん仕事なので、大変なこともあります。人間関係に悩んだり、失敗して落ち込んだり。でも、その

中に少しでも「楽しい」とか「今日ちょっと良かったな」が増えたら、毎日はかなり変わる気がするんです。

研修をしていて特に好きなのは、参加者の皆さんの表情がふっと柔らかくなる楽しそうな瞬間。最初は緊

張していた空気が、だんだん笑顔に変わっていく。あの時間がたまらなく好きです。だって、笑顔や楽し

さって伝染するんですよ。自分が笑うと相手も笑う。相手が笑うと、こっちもまた楽しくなる。その連鎖が

広がったら、職場も社会も、もう少し優しくなるんじゃないかなぁと思っています。

これからも、“楽しく笑顔で働く人”を少しでも増やせるように、楽しく活動していきます！

＊次号の「ひとりごと」は、新入会員さまの予定です。お楽しみに。

真に必要な「住まい」を探求する ～熊本水前寺プロジェクトから学ぶ～

約２年前より計画を進めてきましたコーポラティブ方式による「new町家・熊本水前寺プロジェクト」。

多くの賛同を得て参加者募集活動を行ってきたところですが、目標としていた人数が集まらず、今月末を

もって事業化は断念することになりました。たいへん残念で力不足を痛感しておりますが、さまざまなご縁

がつながり、たくさんの方々が関心を持ってくださり、実現に向けて快くご協力いただきました。皆さまへ

お詫びとともに、深く感謝申し上げます。

特に、本件の地権者である長野さんからは、児童福祉における社会の課題やアドボケイト活動の大切さ、

建築家の丸谷さんからは、住まいと健康、温熱環境との向き合い方などについて、これまで培われてきた建

築技術を最大限反映しつつ、勉強会や説明会に参加された方の希望を聴きながら何度もプランを練り直し、

お二人の情熱とエネルギーに圧倒されながら、いろんなことを学び直した２年間だったと思います。今回は

実現できなかったものの、としまち研としてこれからのプロジェクトに活かしていくべき点がたくさんある

と考えています。ついつい、少しでも募集しやすいように･･･と、真っ先に建築コストの削減をしがちですが、

初期費用（イニシャルコスト）が多少かかっても、将来のことを考えれば住む人の健康や自然環境にこんな

メリットがあるということを住まいづくりの専門家兼支援者としてきちんと説明して、

多くの方に理解していただけるように、もっと研鑽を重ね、いつかそう遠くない未来

に必ず実現したいです。

丸谷さんより、本プロジェクトへ関わってくださった皆さまへ、真心が込められた

お手紙をいただいております。その締め括りに、『これまでにお会いすることができ

たすべての皆様に、「共に暮らし 共に住む」という私共の呼びかけ、これを静かに

受け⽌めてくださいましたら それが⼀番の私達の歓びとなります。』と書かれてい

ます。丸谷さん主催の「日曜すまい塾」は続けます、とのこと。オンラインで聴講で

きますので、皆さまもぜひご参加ください。 （としまち研理事長：関真弓） 日曜すまい塾のチラシ



一木会のご案内（原則、毎月第一木曜日に行う勉強会・交流会です）
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（２） 

今後の一木会予定（会場＋オンライン）

☆ 2026年７月（７月２日）【第368 回一木会】

テーマ：「建築メディエイターの不動産コンサルティング」

ゲスト：佐竹 雄太（さたけ ゆうた）氏（(株)アラウンドアーキテクチャー代表）

☆ 2026年８月（８月６日）【第369回一木会】

テーマ：「神田」と「ご縁」と「私」

ゲスト：崎根 洋治（さきね ようじ）氏（富士リプロ(株)[神田司町二丁目] 営業部 部長）

☆第367回一木会（2026.６.４）

首藤 隆利氏（(株)テイト微研 代表取締役）に

テーマ「防災用トイレの排尿処理と排便処理の違

い、排便臭の消臭・分解を目指して」でお話し頂

きました。科学工学や応用化学科履修科目を終了

してきた氏の科学者の顔としてのプロセスは感動

でした。社が現在商品化している「災害・防災用

の排便用微生物製剤＝バイオコート」

は令和6年度東京都トライアル発注

認定商品に選ばれています。終了

後の懇親会では高齢者施設のおむ

つ臭等にも話がおよび、色々な要

望やアイデアが飛び出すなど、賑

やかで有意義な時間が過ぎました。

「チェリーコモン」(賃貸型共同住宅)：60歳以上の単身女性を募集中！

懇親会の様子（上５月/下６月）

☆第366回一木会（2026.５.７）

岩成 柾志氏（(有)トータルクリエイト 代表取締

役）にテーマ「日本の可能性と地域コミュニティ

について」でお話し頂きました。氏は、出雲生ま

れ山陰育ち、伝統産業の支援を通して日本の心を

取り戻す活動をされており、秋葉原や神田エリア

に新たなコミュニティ創造を準備中。氏の歴史講

師視点での解説は、海外からの日本

の見られ方・世界における日本の

役割・地域歴史文化と地域住民の

在り方など独特で感動多きもので

した。その後の懇親会でも活発な

質疑応答に発展、楽しい時間は夜

遅くまで続きました。

団塊の世代（1947年～1949年生まれの人たち）も76歳～79歳位になってきて、ひとり暮らしになった

方も増えているのではないでしょうか。

子どもさんたちは別の所帯を構え、ご主人が先に逝かれ、広い家に一人で暮らしている方、あるいは独身

をつらぬき、マンションを取得して一人で暮らしている方などが、「孤独」に暮らされているケースも増え

ているのではないでしょうか？

一人暮らしの高齢女性に呼びかけます。将来に備えて持ち家を整理し、必要最低限の家財を残して、30㎡

前後の賃貸住宅「チェリーコモン」に入居しませんか？

「チェリーコモン」には、5戸の専用住宅と「みんなの部屋（１戸の広さ相当）」・「みんなの庭」があり

ます。2階建ですが、2階に行くには階段だけでなくエレベーターもついています。

適度に交流し合い、刺激を受けることで

認知症対策にもなると思います。ピアノが

得意な方がいたら弾いてもらいましょう。

料理が上手な方がいたら料理教室も開きま

しょう。遠方から知り合いが来たら、「み

んなの部屋」に泊まれます。元気に高齢期

を全うしましょう。

条件や空いている部屋など、としまち研にお問い合わせください。

（としまち研理事：杉山昇）
外観イメージ

「みんなの部屋」のイメージ
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「おいらのしごと」 としまち研会員がふだんどのような仕事をしているか紹介するコーナーです。

大学を卒業したばかりの20代前半、私はアメリカ・アリゾナ州にある実験都市「アーコサンティー」

で約１年を過ごしました。ここは建築家パウロ・ソレリが、自らの理想とする都市を実現しようと築い

ていた場所です。世界中から若者が集まり、未来の暮らし方を模索していました。

私が訪れたのは1985年。英語もほとんど話せないのによく渡米したものだと、今では我ながら感心

します。若さとは、時に最高の資格です。最初の3か月は建築の授業と実習の日々。農場、木工所、ベ

ル工房、陶芸工房、製図室、工事現場を順番に回り、その後はスタッフとして残るか去るかを選びます。

私は迷わず製図室へ。以来、アーコサンティ―の設計図面や外部プロジェクトの図面をひたすら描く毎

日でした。生活は質素そのもの。食事は共同炊事場で自炊です。料理の腕前は推して知るべしでしたが、

友人が焼いてくれたピザだけは格別で、その味はいまも記憶に残っています。

難解な建築思想を十分理解できたとは言えませんが、模型づくりや図面作成では重宝されました。振

り返れば英語をもっと勉強しておけばよかったと思います。しかし、荒野の大自然の中で仲間と働き、

暮らした日々は何ものにも代えがたい経験でした。

忙しい今でも、ときどき当時を思い出します。若さゆえの無鉄砲さが、人生でいちばん面白い仕事に

私を連れて行ってくれたのかもしれません。 （(有)アルテ建築計画 代表取締役：山崎裕之）

としまち研 第26回 通常総会開催のご報告

5月29日(金)、としまち研の第26回通常総会を開催しました。本間理事の開会の辞から始まり、関理事長

の挨拶、江嶋理事が議長となり各議案に関して議論を進めます。無事に全ての議案が承認され、石坂理事の

閉会の辞により滞りなく終了となりました。

総会後の懇親会では江嶋理事の地元、江戸川区から届いた美味しいオードブルに舌鼓。ここ数年で多くの

新会員の方々に加わって頂いたこともあり、恒例の一分間スピーチにより新旧会員の交流の場となりました。

関理事長の新体制に移行して早２年。今までとしまち研を支えて頂いた方々に加え、新たな会員の方々との

つながりが広がりつつあるように感じています。今までも、これからも、としまち研は「ひと」と「ひと」

とのつながりを大切に、神田の地で

住まいづくりを核とした活動を行っ

ていきたいと思います。

引き続き、ご指導、ご支援いただ

ければ幸甚です。

（としまち研副理事長：五十嵐一博）

がんばる管理組合を応援する～マンション再生部会にご相談ください

（３） 

昨年5月に区分所有法などのマンションに関わる法律の大改正が行われ、今年４月１日から施行されてい

ます。今回の改正の目的は、マンションの管理及び再生の円滑化と言われており、高経年マンションの再生

を促進すること、また、管理不全に陥らないように、区分所有者の責務を明確にし、総会決議や管理活動が

スムーズに行えるように無関心者や所在不明者を除外する規定なども盛り込まれています。

一方で、近年マンションを取り巻く諸問題（なりすまし、談合等）が新聞やテレビをにぎわせています。

管理組合や所有者の皆さまとしては、一体どうしたらよいのか！？と心配が絶えないことと思います。

としまち研では、主体的にがんばる管理組合の皆さまにとって、マンションの管理組合が設立されるとこ

ろから、日常の管理、修繕や改良、再生に至るまで、多様な専門家がチームを組みながら、幅広くお手伝い

しています。こんなことで相談してもいいのかな？と思うことでも、お気軽にお声かけください。

（としまち研 マンション再生部会）

懇親会の様子通常総会の様子 出席者で集合写真



〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町33 COMS HOUSE 2階

TEL：03-5207-6277 FAX：03-5294-7326

E-mail：info@tmk-web.com ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.tmk-web.com/

Facebook：https://www.facebook.com/toshimachiken/

皆さまからのご意見、ご感想をお待ちしております。

としまち研の現在の会員数

正会員４９名 賛助会員２８名

編集発行人 五十嵐 一博

事務局担当 諏訪 恵里子

■編集後記

スーパーエルニーニョ現象が起こると言われている昨今、会員の皆さま体調管理は大

丈夫でしょうか？海水温が2度以上上回ると、カスピ海の縮小・メキシコ市国際空港の

沈下、日本を襲う大型台風は増え、世界の国々はひどい状態になると予想されます。水

無月の発行、ご寄稿協力ありがとうございました。この夏は体のメンテに気を付けて！

＊写真はスクーバ―・ダイブ時。近年の東京湾を潜ってみて驚きです。熱帯の海に変貌しつつあり！諏訪

▼ としまち研部会などの開催予定 ▼

※部会やイベント等につきましては、としまち研の会員

メーリングリストで配信される案内をご確認ください。

コーポラティブハウス部会
7/28(火)

18：00 ～

マンション再生部会
防災まちづくり部会

7/24(金)
16：30 ～

人と暮らし部会
総務広報部会

７/27(月)
18：30 ～

としまち研理事会 未定
（7月開催予定）
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としまち研掲示板

（４） 

▼マンションフリーラボ▼

第8回を開催。終了後ミニ懇親会が行われました。

日時：６月20日(土)14:00～16:40 

場所：としまち研会議室＋オンライン併用

話題１「コンクリートに液体ガラスを塗ると凄い

事になります！」池洋一郎氏

話題２「マンション管理業の変貌と近未来～主要

管理会社15社の管理委託の状況と“デジ

タル自主管理“について」村上嘉陽氏

話題３「楽天グループにおけるドローン事業のご

紹介」榎本 紳之佑氏・田村 新氏

☆次回は8月開催予定です。

▼マンション再生連続勉強会▼

2023～25年度まで、『マンションが築50年

を迎えたら･･･』を全体テーマとして開催してま

いりましたが、2026年度は新規の勉強会は休止

し(※)、過去3年分の記録の整理（出版及び動画

制作）に注力することにしました。出版は目次の

構成を固めながら、過去のデータをあてはめて、

不足分の抽出作業を開始。動画も同時並行で進め

ていく予定です。乞うご期待！

※としまち研の取り組みの進捗状況や最近のマンショ

ンを取り巻く話題等に応じて、スポット的に勉強会を

開催する場合があります。

▼2026年度第1回理事会のご報告▼

日時：4月28日(火)18：30～20：30

場所：COMS HOUSE2階会議室

＋オンライン（zoomミーティング）併用

以下の議題について話し合いました。

１. 2025年度の活動総括、決算状況の報告、

2026年度の活動計画案、予算案の検討、

総会の進行・総会後の懇親会について

２. 25周年プロジェクト－記念誌の進捗状況

３. 各プロジェクト・

部会の取り組み等

の報告

４. 会員動向、その他

連絡事項など

▼としまち研第26回通常総会のご報告▼

日 時：５月29日(金)18：30～

会 場：としまち研会議室＋オンライン併用

総会終了後は懇親会も行われました。

詳細は３ぺージ上段の記事をお読みください。
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